
主催：中京大学文学部アクティブ・ラーニング研究会
共催：文化のみち二葉館【名古屋市旧川上貞奴邸】
協力：愛知県立明和高等学校、愛知県立明和高等学校同窓会(明和会)

プログラム

永瀬清子と愛知県第一高等女学校高等科　
講演と朗読のつどい

〇永瀬清子とは
　明治39年に岡山県赤磐郡（現・赤磐市）で生ま
れ、16歳までを金沢で過ごし、その後名古屋に転
居。大正13年に、愛知県第一高等女学校高等科英
語部（現・愛知県立明和高等学校）へ入学。在学
中に詩人・佐藤惣之助に師事する。昭和5年には
第一詩集『グレンデルの母親』を刊行し、さらに
才能を顕現していく。長く詩壇で活躍し、その功
績から”現代詩の母”とも称されている。

〇石田麻利子氏
　三重県津市出身。フリーアナウンサーとして経験を重ね、現在は朗読家として活動
の場を広げている。
　朗読と音楽のコラボレーションステージ「文学賞味会ー聴くという読書のかたちー」
を定期的に開催し、文学作品をじっくり味わう機会をプロデュースしている。

申込み・お問い合わせ先

お申し込み・
詳細はこちらから

▲写真左から永瀬清子、妹・澄子　提供:赤磐市教育委員会

メールアドレス：　　

 〇定員30名※参加無料（要入館料）○会場/文化のみち二葉館1階大広間 

○開催日/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024 (月・祝)10 14年 月 日
○時間/13:30～16:00

〇申込み締切り/10 8月　日 (火)

第一部（講演）

第二部（朗読会）

▲愛知県第一高等女学校校舎

・学生による永瀬清子の詩の朗読

・石田麻利子氏                   による詩の朗読（朗読家）

「詩人・永瀬清子誕生

　愛知県第一高等女学校高等科のころ」　
（赤磐市教育委員会学芸員）白根直子氏講師

activenalearning040@gmail.com

・受付　　　　
・第一部開演　　
・第二部開演
・終了　　　　

13：00　
13：30　
15：15
16：00


